
2jり

岡
崎
文
夫
博
士
著

「
皿
贈
Ｅ
社
會
経
済
制
度
」
を
讃
む

「
南
北
朝
に
於
け
る
祗
會
経
済
制
度
」
は
岡
崎
博
士
か
大
正
十
一

年
以
来
雑
誌
支
那
學
・
史
林
或
は
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
の
諸
名

啓
教
授
０
還
暦
記
念
論
文
集
へ
の
寄
稿
を
輯
録
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
已
に
學
徒
か
ら
は
、
そ
０
貴
い
價
値
に
就
い
て
、
充
分
認
識

せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
た
ｙ
「
北
魏
に
於
け
る
中
正
制
度
」

０
一
篇
は
、
未
会
表
０
も
０
で
あ
っ
て
、
此
０
本
０
鴛
め
に
、
新

に
草
さ
れ
た
様
で
あ
る
。
此
の
本
０
性
質
が
右
０
や
う
な
も
０
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
も
早
や
私
が
今
更
事
新
し
く
、
こ
れ
を
世
に
紹

介
す
る
と
言
ふ
意
味
は
、
殆
ど
な
い
様
に
も
思
は
れ
る
の
で
め

る
。
併
し
、
立
派
な
、
叉
努
力
の
櫛
は
れ
た
論
文
は
、
一
夕
一
朝

０
批
評
や
、
翻
讃
で
、
そ
の
價
値
が
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
此
處
に
私
は
今
敢
て
、
本
書
０
内
容
を
再
検
討
し
て
見
度
い

と
思
ふ
所
以
で
あ
る
。
借
て
従
来
魏
晋
南
北
朝
時
代
は
、
進
歩
し

宇

　

都

　

宮

　

清

　

吉

た
我
邦
の
東
洋
學
界
で
さ
へ
、
岡
崎
先
生
が
出
る
ま
で
は
、
暗
黒

時
代
と
言
っ
て
差
支
へ
な
い
、
悲
し
む
可
き
部
分
で
あ
っ
た
。
然

る
に
、
昭
和
七
年
そ
０
不
朽
の
名
著
「
魏
晋
南
北
朝
通
史
」
が
出

さ
れ
て
か
ら
此
０
方
、
吾
々
は
も
早
や
、
此
の
患
を
持
つ
必
要
が

な
く
な
っ
た
０
で
あ
る
。
夫
０
一
部
尨
然
た
る
大
冊
に
盛
ら
れ
た

透
徹
な
る
観
察
と
、
整
然
た
る
醍
系
的
叙
述
は
、
此
０
暗
黒
時
代

へ
の
雄
火
と
し
て
充
分
０
任
務
を
果
し
っ
λ
あ
る
。
此
の
年
以
後

日
本
、
支
那
に
於
い
て
勃
然
と
し
て
起
っ
た
魏
晋
南
北
朝
時
代
に

開
す
る
諸
研
究
、
就
中
仕
會
経
済
に
闘
す
る
研
究
に
は
、
多
加
れ

少
な
か
れ
、
先
生
０
夫
の
大
著
が
影
響
を
あ
た
へ
て
ゐ
る
と
思
は

れ
る
。
而
し
て
斯
の
如
き
大
著
は
決
し
て
昨
日
今
日
０
努
力
で
出

来
上
る
も
０
で
は
無
い
。
鋭
敏
な
頭
脳
と
、
長
い
年
月
と
驚
嘆
す

可
き
忍
耐
が
あ
っ
て
始
め
て
可
能
な
０
で
あ
る
。
「
南
北
朝
に
於

42



2５1

け
る
祗
會
経
済
制
度
」
は
賓
に
此
０
通
史
を
生
む
焉
め
に
尽
さ
れ

た
、
文
字
通
り
十
年
一
日
０
如
き
努
力
研
鐙
の
一
つ
一
つ
を
輯
録

し
た
も
の
で
あ
る
。
今
其
の
諸
論
文
を
、
登
表
の
順
序
に
観
察
す

る
時
は
、
甚
だ
失
鐙
な
言
ひ
様
で
は
あ
る
が
、
先
生
の
史
料
捜
羅

の
近
捗
と
言
ふ
こ
と
が
目
立
っ
て
見
ら
れ
る
。
外
編
第
二
早
を
な

す
「
九
品
中
正
考
」
は
、
先
生
が
魏
晋
南
北
朝
時
代
史
研
究
の
端
緒

と
し
て
、
書
か
れ
た
論
文
で
あ
る
。
（
大
正
十
一
年
）
而
し
て
此
Ｏ

論
文
を
草
さ
れ
た
常
時
の
先
生
の
有
せ
ら
れ
た
史
料
的
用
意
を
本

書
に
牧
録
さ
れ
た
最
後
期
０
論
文
「
魏
晋
南
北
朝
を
通
じ
北
支
那

に
於
け
る
田
土
問
題
綱
要
」
に
比
較
し
て
見
る
な
れ
ば
、
そ
の
史

料
用
意
の
進
捗
に
於
い
て
非
常
な
る
差
異
０
あ
る
こ
と
に
気
付
く

で
あ
ら
う
。
而
し
て
又
一
面
雨
者
を
通
じ
て
愛
ら
ぬ
所
は
、
そ
の

史
料
的
用
意
０
比
較
的
に
、
不
足
と
思
は
れ
る
に
も
開
ら
ず
、
史

的
直
観
の
精
確
に
し
て
、
狂
の
少
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
此
の
直
観

力
こ
そ
が
長
い
時
を
異
に
し
て
草
せ
ら
れ
た
十
二
個
０
論
文
印
ち

　

上
編

　

第
一
章

　

江
淮
運
河
小
記
・

　

第
二
章

　

支
那
古
代
０
稽
米
稲
作
考

　

第
三
章

　

六
代
帝
邑
政
略

　

第
四
章

　

南
朝
０
賤
貨
問
題

第
五
章

第
六
章

下
編

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

漢
書
食
貨
志
上
に
就
い
て

魏
晋
南
北
朝
を
通
じ
北
支
那
に
於
け
る
田
土
問
題
綱

要

　

附
録
魏
の
屯
田
策

九
品
中
正
考

　

附
録
北
魏
に
於
け
る
中
正
制
度

南
朝
に
於
け
る
士
庶
茲
別
に
就
い
て
の
小
研
究

南
朝
貴
族
制
０
一
面

南
朝
貴
族
制
の
起
源
並
に
其
成
立
に
到
り
し
迄
０
若

干
の
考
察

の
醍
系
的
叙
列
を
、
可
能
な
ら
し
め
て
ゐ
る
０
で
あ
る
と
思
は
れ

る
。
私
は
此
０
諸
論
文
の
内
、
主
と
し
て
経
済
乃
至
財
政
に
開
し

た
も
０
を
集
め
た
上
編
に
就
い
て
、
評
論
を
試
み
て
見
度
い
と
考

へ
る
。
い
ろ
ぐ
０
事
情
０
寫
め
に
、
１
　
書
に
渡
る
評
論
を
果
し

得
な
い
こ
と
は
、
深
く
遺
憾
と
考
へ
る
と
共
に
先
生
に
對
し
て
も

諒
恕
を
乞
ふ
次
第
で
あ
る
。

　

上
編
第
一
章
乃
至
第
三
章
は
専
ら
歴
史
地
理
學
的
乃
至
経
済
地

理
學
的
方
法
を
以
っ
て
、
漢
代
は
北
方
支
那
開
会
０
極
鮎
に
達
し

大
時
代
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
方
に
は
江
淮
〇
、
一
般
に
、
中
原
諸
地

方
を
南
方
へ
と
聯
絡
す
る
運
河
開
慾
に
よ
る
商
業
０
貧
展
の
内
に

（
雅
皿
）
え
】
方
昆
清
開
警
併
行
左
ヽ
北
方
支
那
諸
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2５２

地
方
に
於
け
る
耕
地
瀧
漑
事
業
励
行
に
依
る
農
業
生
産
力
の
培
大

就
中
、
元
来
は
南
方
江
域
一
９
　
を
其
の
主
要
産
地
と
し
て
ゐ
た
稲

作
の
北
支
に
於
け
る
発
達
、
稲
米
の
祀
會
的
嗜
好
０
向
上
た
る
具

題
的
事
賓
の
内
に
遺
憾
な
く
観
取
さ
れ
’
・
・
（
賢
鯨
莉
）
而
し

て
北
方
支
那
の
斯
の
如
き
発
展
は
、
そ
の
必
然
的
運
命
と
し
て
、

南
方
支
那
の
開
登
を
約
束
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
が
、
果
然
こ
れ

は
後
漢
末
三
國
時
代
の
季
気
を
一
大
柿
期
と
し
て
、
建
康
を
中
心

と
し
て
開
か
れ
た
、
政
治
的
・
経
済
的
・
飲
會
的
発
展
、
一
般
に

六
朝
文
化
の
発
展
と
な
っ
て
現
れ
た
。
（
Ｅ
作
四
）
と
さ
れ
る
。
以

上
三
論
文
の
中
に
私
達
に
と
っ
て
、
注
意
さ
る
可
き
語
が
少
く
も

二
箇
所
に
存
す
る
と
思
ふ
。

　

Ａ
、
〔
文
献
に
對
す
る
〕
合
理
的
説
明
と
言
ふ
事
は
同
時
に
古
記

　

録
の
賀
意
を
得
た
も
の
と
断
す
る
こ
と
が
侮
言
ｔ
（
町
）

　

Ｂ
、
〔
古
代
の
穀
類
に
開
す
る
概
念
を
得
ん
と
し
て
〕
諸
の
異
れ

　

る
記
録
を
生
か
さ
ん
篤
め
に
、
記
録
の
地
方
別
を
考
ふ
る
も
一

　

法
た
る
可
し
。
然
れ
共
か
ｘ
る
考
へ
方
は
文
献
の
外
に
自
然
科

　

學
ｏ
智
識
を
導
入
す
る
も
の
に
し
て
其
結
果
却
っ
て
文
献
の
賀

　

の
性
質
を
棄
す
恐
あ
り
。
（
に
Ｅ
）

と
あ
る
も
の
こ
れ
で
あ
る
。
此
の
二
つ
の
も
の
に
畝
、
共
通
す
る

一
つ
の
賀
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
文
献
の
論
理
的
説
明
は
必
ず

し
も
歴
史
の
反
相
を
把
握
す
る
も
の
で
な
い
」
と
言
ふ
こ
と
で
あ

る
・
こ
れ
は
史
學
の
學
徒
の
往
々
陥
る
映
黙
で
は
あ
る
が
、
而
か

も
寧
ろ
常
識
と
言
っ
て
よ
い
こ
と
で
あ
り
、
此
０
限
り
に
於
い
て

先
生
の
前
掲
二
文
は
妥
営
で
あ
る
。
而
し
先
生
が
歴
史
の
考
察
に

富
っ
て
、
自
然
科
學
の
導
入
を
排
斥
さ
る
ｘ
の
は
ど
う
で
あ
ら
う

か
、
恐
ら
く
先
生
は
此
の
言
葉
に
は
そ
れ
程
深
い
意
味
を
持
た
せ

ら
れ
て
ゐ
な
い
の
だ
ら
う
と
思
ふ
。
若
し
私
の
推
測
に
し
て
営
ら

す
と
さ
れ
る
な
れ
ぱ
、
私
達
は
此
の
言
葉
に
就
い
て
大
い
に
考
へ

て
見
る
可
き
も
の
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
様
に
思
ふ
。

　

さ
て
先
生
が
文
化
の
登
展
な
る
歴
史
事
象
を
、
右
に
述
べ
た
如

く
、
最
も
１
　
顛
的
な
る
歴
史
地
理
學
的
な
、
亦
経
済
地
理
學
的
な

登
展
０
中
に
求
め
や
う
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
確
か
に
一
つ
０
正
し

い
便
法
で
あ
る
。
而
し
此
０
場
合
、
常
に
忘
れ
て
な
ら
ぬ
事
は
、

斯
の
如
き
現
支
の
史
的
登
展
に
於
け
る
、
意
志
者
賓
践
者
た
る
人

間
０
集
團
た
る
祗
會
そ
の
も
の
に
就
い
て
０
全
般
的
考
察
で
あ

る
。
吾
々
は
此
の
三
篇
の
論
文
の
中
に
、
此
０
鮎
に
開
す
る
考
察

の
比
較
的
寂
涼
た
る
を
畳
へ
る
。
併
し
此
の
三
篇
の
論
文
に
限
っ

て
特
に
そ
れ
を
求
め
る
こ
と
は
、
寧
ろ
見
営
這
ひ
の
要
求
で
あ
ら

う
。
け
れ
ど
も
先
生
の
他
の
諸
論
文
を
通
じ
て
見
る
時
に
は
、
一

般
に
此
の
陥
を
比
較
的
考
へ
て
ゐ
ら
れ
な
い
０
が
そ
０
特
徴
で
あ
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る
様
に
思
ふ
。
先
生
が
本
書
と
併
せ
漬
む
こ
と
を
要
求
せ
ら
れ
る

　
　

通
史
０
中
の
、
外
篇
第
一
章
第
二
節
「
後
漢
風
俗
の
敗
壇
」
及
び

　
　

第
二
章
第
一
節
「
江
域
被
化
小
記
」
第
二
節
「
建
康
の
黄
都
と
南

　
　

地
０
文
運
」
等
と
言
ふ
部
分
を
見
て
も
私
が
指
摘
す
る
鮎
に
闘
す

　
　

る
寂
涼
さ
は
蔽
ひ
得
な
い
様
に
思
ふ
。
通
史
に
於
い
て
は
先
生
は

　
　

専
ら
豪
族
０
政
治
的
活
躍
、
そ
の
消
費
生
活
を
問
題
と
し
て
ゐ
ら

　
　

れ
る
。
そ
う
し
て
其
等
豪
族
の
有
し
た
社
會
的
役
割
、
換
言
す
れ

　
　

ぱ
経
済
的
、
祀
會
的
登
展
史
に
於
け
る
意
志
者
、
変
践
者
と
し
て

　
　

の
豪
族
は
訟
り
そ
の
注
意
に
上
っ
て
ゐ
な
い
か
の
如
く
う
け
と
れ

　
　

る
ｏ

　
　
　
　

勿
論
先
生
も
、
通
史
の
至
る
所
に
ご

　
　
　

第
三
章
六
代
帝
邑
放
略
に
鋭
利
に
、
豪
族
０
政
治
的
活
躍
乃
至
其

　
　
　

の
生
活
を
考
察
せ
ら
れ
て
居
り
、
叉
そ
れ
等
豪
族
は
、
決
し
て
軍

　
　
　

な
る
名
門
、
地
方
０
名
望
家
た
る
許
り
で
な
く
、
多
く
は
富
の
所

　
　
　

有
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
注
目
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
（
一
一
一
一
一
一
　
　
一
　
　
）
併
し

　
　
　

な
が
ら
漢
代
に
於
い
て
、
大
い
に
注
目
す
可
き
事
柄
は
、
右
０
如

　
　
　

き
官
僚
の
家
柄
た
る
名
門
又
は
名
望
家
、
即
ち
門
閥
豪
族
０
次
第

　
　
　

に
成
立
し
活
動
し
っ
λ
あ
る
と
言
ふ
こ
と
以
外
に
、
加
藤
繁
博
±

3

　
　

が
『
庶
人
の
階
級
は
頗
る
複
雑
で
あ
っ
た
…
…
…
そ
の
中
に
は
農

Ｓ

　
　

工
商
の
他
に
豪
族
が
存
し
た
゜
史
記
平
準
書
に
「
蒙
井
豪
黛
の

徒
、
郷
曲
に
武
断
す
」
と
あ
る
豪
黛
、
後
漢
の
蔡
質
の
漢
儀

（
誰
諸
諸
。
）
に
刺
史
の
省
察
す
る
と
こ
ろ
ｏ
六
箇
條
の
一
つ

と
し
て
「
強
宗
豪
右
田
宅
制
に
踊
え
、
張
を
以
っ
て
弱
を
凌
ぎ
、

衆
を
以
っ
て
寡
を
暴
す
」
と
あ
る
強
宗
豪
右
が
印
ち
そ
れ
で
、
廣

大
な
田
園
を
所
有
し
、
数
十
百
〇
奴
婢
を
蓄
へ
、
数
多
い
分
家
と
共

に
住
ま
っ
て
ゐ
る
も
ｏ
で
あ
ら
う
に
（
詰
熊
謔
薪
）

と
喝
破
せ
ら
れ
て
ゐ
る
所
０
、
官
僚
０
系
統
に
属
し
な
い
庶
民
的

豪
族
０
存
在
し
且
つ
有
力
に
活
動
し
っ
よ

る
。
此
０
例
は
雨
漢
書
に
極
め
て
多
い
。
た
と
へ
ぱ
漢
書
酷
吏
傅

に
、

　
　

蔽
延
年
鴛
泳
郡
太
守
。
…
…
大
姓
西
高
氏
東
高
氏
。
自
郡
吏

　
　

以
下
皆
畏
避
之
。
莫
敢
具
梧
。
咸
日
寧
負
二
千
石
。
無
負
豪

　
　

大
家
。
賓
客
放
焉
盗
賊
。
甕
転
入
高
氏
。
吏
不
敢
進
。
侵
々

　
　

日
多
。
道
路
張
弓
抜
力
。
然
後
敢
行

と
あ
る
大
姓
、
又
漢
書
４
-
1
1
雨
襲
傅
に

　
　

豪
右
大
姓
混
食
亡
厭
。
四
亡
也

等
と
言
は
れ
て
ゐ
る
大
姓
は
、
多
く
は
官
僚
０
家
柄
で
は
な
く
、

又
た
と
へ
官
僚
で
あ
っ
て
も
極
め
て
低
い
小
役
人
で
し
か
な
い
者

で
あ
る
。
此
０
種
０
大
姓
は
、
豪
族
で
あ
る
と
共
に
又
た
し
か
に

大
土
地
所
有
者
で
あ
っ
た
゜
後
漢
書
Ｑ
ｉ
　
　
１
　
一
許
楊
傅
に
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汝
南
百
有
鴻
祁
披
。
署
許
楊
焉
都
水
後
。
使
典
其
事
…
…
百

　
　

姓
得
其
便
。
累
歳
大
稔
。
初
豪
右
大
姓
。
因
縁
肢
役
。
競
欲

　
　

皐
較
在
所
。
楊
一
無
聴
。
・
途
共
１
　
楊
云
々

と
あ
る
の
は
恐
ら
く
此
の
例
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
大
姓
が
官
僚
を

蚤
迫
し
て
、
濯
漑
事
業
か
ら
生
す
る
美
土
に
對
し
て
、
象
併
の
利

を
貪
ら
ん
と
し
た
０
で
あ
る
。
叉
先
生
が
已
に
通
史
（
Ｊ
王
）
に
別

の
意
味
で
言
は
れ
て
ゐ
る
様
に
、
焚
宏
０
父
重
は
彼
の
時
代
ま
で

は
、
世
々
農
を
以
っ
て
業
と
す
る
豪
族
の
家
柄
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
経
済
行
篤
は
正
に
兼
併
者
で
あ
る
。
本
傅
に
よ
れ
ぼ
著
姓
と
言

ふ
言
葉
で
書
か
れ
、
宏
代
以
後
は
漢
家
と
合
作
し
て
官
僚
貴
族
と

な
っ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
共
本
来
の
賞
質
は
正
に
泄
嘩
が
酷
吏
傅

で
盛
に
攻
撃
す
る
意
を
示
し
た
大
姓
た
る
こ
と
決
し
て
間
違
ひ
で

な
い
・
か
く
の
如
き
官
僚
０
家
柄
で
な
い
者
が
、
そ
０
宗
族
團
の

威
力
と
経
済
力
で
、
地
方
に
割
徨
し
、
往
々
武
力
的
反
抗
反
既
Ｏ

態
度
に
出
で
靴
會
に
強
大
な
る
勢
力
を
維
持
し
て
ゐ
た
０
が
、
漢

代
の
通
勢
で
あ
る
。
司
馬
遷
も
已
に
そ
の
平
準
書
に
於
い
て
「
漢

初
禁
衛
疏
閥
に
し
て
、
民
は
富
み
、
役
財
駆
溢
に
し
て
、
或
は
兼

併
の
徒
に
至
っ
て
は
、
以
っ
て
郷
曲
に
武
断
す
」
と
言
っ
て
居
り

後
漢
０
伸
長
統
も
此
０
種
０
豪
族
輩
が
「
身
に
牛
通
請
綸
の
命
な

く
し
て
、
三
辰
龍
章
の
服
を
裁
み
着
し
、
編
戸
一
伍
の
長
で
も
な

ぐ
し
て
ヽ
千
皇
名
邑
ｏ
役
あ
り
、
勢
力
は
守
令
に
倅
し
く
じ

し
て
坐
せ
す
、
刺
客
之
が
鴛
め
に
平
気
で
命
を
投
げ
出
す
」
。
と
言

言
２
（
峠
箭
竹
）
０
は
何
れ
も
斯
る
大
姓
の
、
飲
會
的

勢
力
の
強
大
な
る
を
言
つ
て
ゐ
る
も
０
で
あ
る
と
思
ふ
。
而
し
て

斯
る
豪
族
輩
と
名
族
と
０
飲
會
的
開
係
、
及
び
そ
れ
が
後
漢
末
三

國
時
代
の
支
那
縫
會
転
換
期
に
於
い
て
、
如
何
な
る
活
躍
を
演
じ

叉
如
何
に
受
質
し
て
行
つ
た
か
を
極
め
る
こ
と
是
非
必
要
で
あ
ら

う
・
そ
れ
も
決
し
て
草
に
そ
れ
等
豪
族
の
政
治
的
活
躍
、
経
済
的

消
費
生
活
の
豪
侈
等
と
言
ふ
が
如
き
に
止
ら
す
、
１
　
等
豪
族
の
具

の
祀
會
的
性
質
を
把
握
し
、
豪
族
そ
れ
自
身
の
百
般
の
活
躍
に
於

い
て
、
漢
代
０
祗
會
が
如
何
に
動
い
て
行
つ
た
か
を
観
察
す
る
こ

と
は
、
先
生
に
於
け
る
前
記
の
歴
史
地
理
學
的
、
叉
経
済
地
理
學

的
観
察
と
共
に
、
決
し
て
閑
却
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
と
思

ふ
。
少
く
も
此
の
鮎
に
考
察
０
関
心
を
集
中
し
な
け
れ
ば
、
漢
よ

り
し
て
三
國
ひ
い
て
魏
晋
南
北
朝
に
至
る
支
那
祗
會
の
貢
の
登
展

の
姿
は
理
解
し
難
い
で
あ
ら
う
。
挺
ほ
此
０
思
に
開
し
て
は
本
書

上
編
第
五
章
の
批
判
に
於
い
て
愚
考
の
】
端
を
述
べ
る
積
り
で
あ

る
。
私
は
僣
越
に
も
先
生
０
以
上
の
三
論
文
、
並
び
に
通
史
に
意

識
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
と
思
は
れ
る
鮎
に
就
い
て
、
指
摘
は
し
た
け

れ
ど
も
、
而
も
こ
れ
等
の
論
文
は
、
私
達
に
對
し
て
充
分
に
、
漢
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代
か
ら
し
て
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
至
る
韓
換
期
０
、
史
的
諸
問
題

が
、
奈
逡
に
存
す
可
き
か
を
暗
示
す
る
も
０
と
し
て
味
讃
す
可
き

で
あ
る
と
思
ふ
。

　

第
四
章
を
な
す
「
南
朝
の
銭
貨
問
題
」
は
、
著
１
　
の
意
恐
ら
く

六
朝
南
方
支
那
の
登
展
は
、
北
方
支
那
開
登
の
必
然
的
な
朧
承
で

あ
り
、
支
那
文
化
の
自
然
的
登
展
の
系
統
は
、
此
０
時
代
に
あ
っ

て
は
、
変
に
南
方
支
那
に
求
め
ら
れ
る
、
と
言
ふ
考
へ
か
ら
、
一

二
三
章
に
引
技
い
て
特
に
此
の
問
題
を
第
四
章
に
安
挿
せ
ら
れ
た

も
の
と
思
ふ
。
此
の
章
は
、
主
と
し
て
、
南
朝
に
於
い
て
問
題
と

な
っ
た
貨
幣
制
度
並
び
に
、
其
れ
に
開
す
る
政
策
を
論
じ
ら
れ
、

最
後
に
「
銭
貨
の
問
題
に
對
し
て
、
充
分
な
る
統
一
を
見
る
埓
め

に
は
、
隋
唐
の
政
治
的
統
一
を
必
要
と
し
た
」
と
結
び
、
銭
貨
問

題
な
る
経
済
事
象
０
内
に
、
南
北
支
那
は
結
局
に
於
い
て
。
政
治

的
統
一
を
見
る
可
き
で
あ
り
、
そ
の
経
済
界
も
亦
、
斯
る
統
一
の

下
に
、
始
め
て
安
定
す
可
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
私
達
は
此
０
先

生
０
取
り
扱
は
れ
た
問
題
に
引
っ
ｙ
い
て
、
更
に
（
Ａ
）
南
朝
に
於

い
て
貨
幣
流
通
の
可
能
で
あ
っ
た
祗
會
乃
至
経
済
状
態
０
研
究
。

（
Ｂ
）
北
朝
に
於
い
て
貨
幣
経
済
が
久
し
く
梗
塞
さ
れ
て
ゐ
た
原

因
。
（
Ｃ
）
南
北
朝
時
代
に
於
け
る
、
南
北
支
那
の
経
済
的
開
係
。

殊
に
貨
幣
経
済
の
充
分
な
る
統
制
の
鴛
め
に
は
、
何
故
南
北
支
那

０
政
治
的
統
一
が
必
要
で
あ
つ
た
か
。
（
Ｄ
）
北
朝
に
於
い
て
は
、

貨
幣
流
通
が
梗
塞
状
態
に
あ
る
一
方
、
貨
幣
に
代
る
物
と
し
て
、

租
税
、
交
易
に
は
絹
綿
絲
布
の
類
が
、
盛
に
使
用
さ
れ
た
が
、
其

と
共
に
、
絹
織
物
を
作
る
大
規
模
の
手
工
業
が
、
大
い
に
行
は
れ

た
。
例
へ
ぽ
魏
書
０
食
貨
志
に

　
　

天
興
中
詔
採
諸
漏
戸
。
令
（
皿
匹
）
輸
綸
綿
。
自
後
逃
戸
占
鴛
細

　
　

繭
羅
穀
者
甚
衆
。
於
是
雑
僣
戸
帥
遍
天
下
。
不
隷
守
宰
云
■
<
?

と
あ
.
ｓ
＾
^
、
魏
書
に
此
０
種
の
雑
誉
戸
が
往
々
見
え
る
が
、
斯
る
手

工
業
が
、
絹
帛
が
交
換
の
媒
介
物
で
あ
る
、
と
言
ふ
事
賓
と
如
何

な
る
関
係
に
あ
る
や
、
と
言
ふ
こ
と
等
は
、
一
座
は
必
ず
考
へ
て

見
る
可
き
問
題
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
尤
も
（
Ａ
）
に
就
い
て
は
、
已

に
先
生
が
、
通
史
外
篇
第
二
章
第
三
節
「
南
朝
治
下
に
於
け
る
江

南
の
一
般
経
済
状
態
並
び
に
中
央
政
府
の
財
政
々
策
」
な
る
項
下

に
農
業
生
産
の
登
展
と
運
河
網
の
完
成
、
貿
易
交
通
０
旺
盛
を
指

摘
さ
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
倚
一
暦
詳
細
な
る
研
究
が
吾
々
後
進

に
課
せ
ら
れ
て
ゐ
る
様
に
考
へ
ら
れ
る
。

　

第
五
章
０
「
漢
書
食
貨
志
上
に
就
い
て
」
は
寧
ろ
第
六
章
へ
遷

る
可
き
前
提
た
る
０
意
味
を
持
つ
て
ゐ
る
。
而
し
此
處
に
於
い
て

も
、
先
生
は
秀
れ
た
る
透
徹
せ
る
直
観
力
を
以
つ
て
、
班
固
食
貨

志
上
の
重
農
思
想
は
、
賓
に
班
固
が
漢
家
の
正
常
な
る
財
政
の
基
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礎
を
樹
立
せ
ん
と
す
る
思
想
で
あ
ｐ
、
彼
が
漢
初
０
三
大
重
農
思

想
家
と
し
て
畢
げ
た
、
董
、
買
、
屁
三
氏
の
主
張
も
全
く
此
の
勘
で

班
固
に
一
致
す
る
鮎
を
有
す
る
が
、
而
し
こ
れ
は
決
し
て
軍
に
班

固
一
個
の
思
想
に
吋
す
可
き
で
な
く
、
賞
は
此
の
思
想
こ
そ
後
漢

一
代
を
風
纒
し
た
最
大
思
潮
で
あ
り
、
班
固
は
司
馬
遷
が
鯛
れ
な

か
っ
た
、
三
人
０
重
農
論
を
特
に
生
か
し
て
、
そ
の
食
貨
志
上
に

記
し
た
こ
と
は
、
一
面
そ
れ
が
漢
志
の
特
色
と
な
っ
た
と
共
に
、

又
一
面
後
漢
代
の
思
潮
を
了
解
す
る
に
足
る
充
分
な
る
誼
韻
で
あ

る
と
し
、
一
方
又
斯
る
班
固
流
の
考
へ
方
は
誠
に
輿
論
を
醸
成
す

る
山
東
儒
墨
輩
の
思
想
で
あ
る
が
、
食
貨
志
上
は
、
斯
る
流
の
考

へ
方
か
ら
し
て
、
特
に
土
地
の
生
産
力
増
加
法
や
大
地
主
征
伐
の

事
賞
が
多
く
盛
ら
れ
て
ゐ
る
０
で
あ
る
と
言
っ
て
ゐ
ら
れ
る
。
此

０
論
文
は
極
め
て
達
見
で
あ
る
と
思
は
れ
る
が
、
私
は
楢
、
も
少

し
掘
り
下
げ
る
な
れ
ば
、
次
の
様
な
事
賞
が
殺
見
せ
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
ふ
。

　

先
生
は
重
農
思
潮
涙
を
以
っ
て
「
山
東
儒
墨
の
輩
」
と
さ
れ
た

が
、
こ
０
山
東
儒
墨
０
輩
、
及
び
其
の
況
の
最
大
の
支
持
者
た
る

高
級
０
文
臣
の
徒
こ
そ
後
漢
頃
か
ら
次
第
に
形
成
さ
れ
始
め
て
行

く
門
閥
貴
族
の
前
身
と
言
ふ
可
き
も
の
で
あ
る
と
考
へ
る
。
今
煩

は
し
い
一
々
の
皐
例
は
省
く
が
、
後
漢
書
を
通
暁
し
て
、
著
姓
、

族
姓
、
家
世
二
千
石
、
世
冠
蓋
等
０
語
で
、
そ
の
家
の
経
歴
が
飾

ら
れ
て
ゐ
る
家
々
の
出
身
者
は
、
殆
ど
北
支
那
の
内
で
も
山
東

（
詔
）
の
出
身
で
あ
り
、
漢
書
ｏ
所
謂
山
東
出
相
（
骸
皺
ず

あ
り
ゝ
後
漢
書
０
所
謂
間
東
出
相
（
皿
匹
Ｅ
九
）
に
富
る
こ
と
敲
た

る
事
変
で
あ
る
。
誠
に
漢
代
山
東
は
文
臣
、
儒
墨
の
淵
叢
の
地
で

あ
っ
た
。
而
し
て
今
便
宜
上
史
姓
韻
編
一
書
を
幡
い
て
見
る
な
れ

ば
、
後
世
魏
晋
南
北
朝
時
代
０
所
謂
門
閥
家
と
は
、
と
り
も
な
ほ

さ
す
漢
代
０
是
等
の
地
方
０
家
々
０
後
裔
た
る
者
が
多
い
こ
と
に

気
付
く
で
あ
ら
う
ｎ
そ
う
し
て
彼
等
こ
そ
先
に
私
の
指
摘
し
た
、

官
僚
０
家
柄
以
外
に
あ
る
豪
族
、
即
ち
大
地
主
０
血
族
團
と
は
、

必
然
的
に
對
立
的
と
な
る
存
在
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
と
思
は
れ

る
。
食
貨
志
上
の
大
地
主
征
伐
の
事
変
は
、
そ
０
一
例
讃
で
あ
ら

う
。
而
し
て
若
し
此
０
考
が
正
し
い
と

こ
変
に
一
面
山
東
儒
墨
官
僚
者
流
（
八

す
れ
ば
、
雨
漢
の
此
會
史

昔
健
誤
謬
肺
ス
）

と
大
姓
土
豪
の
争
闘
史
と
し
て
、
叉
一
面
そ
の
妥
協
史
と
し
て
見

る
こ
と
が
出
来
る
し
、
三
國
以
後
唐
に
至
る
中
世
支
那
祗
會
を
支

配
し
た
官
僚
的
門
閥
貴
族
と
は
、
誠
に
後
湊
末
三
國
の
支
那
祗
會

０
轜
換
期
に
富
つ
て
、
大
姓
土
豪
を
政
治
的
に
祗
會
的
に
、
叉
闘

争
的
に
妥
協
的
に
、
克
服
し
、
編
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
漢
代

の
山
東
儒
墨
乃
至
教
養
あ
る
山
東
出
身
の
文
臣
の
後
裔
そ
の
も
Ｏ
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で
あ
る
と
も
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

　

（
茲
器
赳
％
贅

六
読
向
達
氏
の
貞
麹
氏
族
志
賤
春
な
る
紹
介
及
び
拙
稿
唐
代
貴
人

に
就
い
て
の
一
考
察
肢
⑩
を
參
看
さ
れ
度
し
Ｉ
史
林
第
十
九
巷

　

）

　
　
　

私
は
中
世
社
９
　
を
斯
の
如
く
理
解
す
る
時
。
中
世
を
特
色
づ
け

　
　
　

る
夫
の
占
田
制
、
均
田
制
等
と
言
ふ
土
地
制
度
及
び
そ
れ
に
附
１
　

　
　
　

す
る
諸
々
の
制
度
や
物
の
考
へ
方
を
始
め
て
明
確
に
認
識
し
得
る

　
　
　

０
で
は
な
い
か
、
と
言
ふ
見
通
し
を
持
っ
て
ゐ
る
者
で
あ
る
。
軍

　
　
　

に
土
地
制
度
そ
０
も
の
を
如
何
に
熱
心
に
研
究
し
て
見
て
も
、
そ

　
　
　

の
こ
と
か
ら
は
決
し
て
営
代
制
度
の
賀
０
史
的
意
味
は
把
握
出
来

　
　
　

な
い
で
あ
ら
う
。
制
度
そ
の
も
の
Ｘ
研
究
は
勿
論
、
絶
對
に
鳶
ろ

　
　
　

そ
か
に
す
可
き
で
は
な
い
。
而
し
諸
々
の
制
度
は
祀
會
的
な
諸
開

　
　
　

係
を
そ
０
母
殼
と
し
て
生
れ
来
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
制
度
の
史

　
　
　

的
意
味
を
完
く
認
識
せ
ん
と
な
ら
ぼ
、
先
づ
そ
の
母
値
た
る
社
會

　
　
　

そ
０
も
Ｏ
Ｘ
仝
き
、
仝
醍
的
理
解
が
必
要
條
件
で
あ
ら
う
と
思

　
　
　

ふ
。
先
生
の
次
章
０
論
文
は
此
の
鮎
に
、
大
に
物
足
ら
な
さ
を
感

　
　
　

ぜ
し
め
る
、
或
も
の
が
ひ
そ
ん
で
ゐ
る
様
に
考
へ
ら
れ
る
。

　
　
　
　

第
六
章
「
魏
晋
南
北
朝
時
代
を
通
じ
北
支
那
に
於
け
る
田
土
間

　
　
　

題
綱
要
」
は
前
章
の
一
登
展
で
あ
っ
て
、
胃
頭
よ
り
一
六
五
頁
に

　
　
　

至
る
前
段
は
、
山
東
儒
墨
涙
の
重
農
誕
、
地
著
政
策
に
も
開
ら
ず

７

　

北
支
の
大
土
地
私
有
は
次
第
に
甕
展
し
、
一
帖
し
て
三
國
魏
と
な

ｓ

　
　

る
や
j
m
の
鴛
め
に
荒
地
と
化
し
た
田
土
は
、
新
し
く
屯
田
制

度
な
る
國
家
的
荘
園
組
織
と
な
っ
て
現
れ
た
。
而
し
屯
田
制
度
は

飽
ま
で
軍
國
の
用
に
役
立
つ
鴬
の
制
度
で
あ
わ
ｙ
、
そ
の
理
論
の
根

本
に
は
、
民
庶
に
對
す
る
強
制
的
叉
統
制
的
使
役
の
意
味
が
濃
厚

で
あ
っ
て
、
到
底
祗
會
の
安
定
を
庶
期
す
可
き
、
永
久
の
策
で
は

な
い
・
そ
こ
で
こ
れ
は
必
然
的
に
、
地
著
政
策
へ
還
元
さ
る
可
き

性
質
を
有
し
、
魏
の
時
代
か
ら
已
に
、
地
著
政
策
も
亦
行
は
れ
始

め
た
が
、
此
の
時
代
は
厨
瓶
離
と
言
ふ
を
尼
れ
ず
、
荒
慶
０
田
土

は
到
る
處
に
存
し
、
民
庶
は
流
亡
０
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の

数
果
は
充
分
で
な
か
っ
た
。
而
し
て
晋
０
時
代
に
至
っ
て
、
一
先

づ
南
北
は
一
統
し
、
平
和
の
時
代
が
来
た
か
ら
、
共
時
に
至
っ
て

始
め
て
、
具
眼
的
田
土
政
策
が
、
屯
田
政
策
に
代
っ
て
現
れ
た
。

こ
れ
帥
ち
占
田
法
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
間
田
土
問
題
に
闘
す
る

思
潮
と
し
て
は
、
常
に
限
奴
婢
・
限
田
土
思
想
が
絶
へ
す
流
れ
て

ゐ
た
。
け
れ
ど
も
後
漢
の
菊
世
巳
に
、
限
田
土
・
限
奴
婢
の
如
き

は
、
変
行
不
可
能
な
る
政
策
で
あ
る
こ
と
Ｉ
を
唱
道
し
て
以
来
、
豪

族
０
大
私
有
地
を
、
是
認
し
や
う
と
す
る
傾
向
も
亦
表
れ
て
来

た
。
占
田
法
の
貢
意
味
は
斯
の
如
き
思
潮
の
中
に
あ
っ
て
、
一
先

づ
、
直
接
に
豪
民
の
田
土
を
、
制
限
す
る
態
度
に
出
で
す
、
國
家

の
下
に
仕
ふ
る
朝
貴
の
田
土
所
有
を
、
制
限
す
る
所
よ
り
延
い
て

胎
會
の
安
定
、
富
の
干
均
状
態
を
来
さ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
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る
、
と
挽
か
れ
る
。

Ｊ

　
　

私
は
旬
悦
流
の
思
想
に
於
い
て
、
更
に
前
湊
末
に
迄
で
湖
り
得

　
　
　

べ
き
史
料
を
、
持
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
（
王
莽
傅
參
看
）
此
處
で

　
　
　

は
、
其
を
述
ぺ
る
こ
と
を
差
し
ひ
か
へ
や
う
。
た
ゞ
後
漢
書
を
讃

　
　
　

ん
で
ゐ
て
、
特
に
感
す
る
こ
と
は
、
田
土
問
題
そ
０
も
０
は
前
漢

　
　
　

以
来
引
桜
い
て
、
激
烈
に
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
前
漢
に

　
　
　

於
い
て
常
に
、
田
土
に
伴
っ
て
思
考
せ
ら
れ
た
奴
婢
０
問
題
は
、

　
　
　

寧
ろ
漸
く
忘
れ
ら
れ
勝
ち
で
あ
る
、
と
言
ふ
一
事
で
あ
る
。
此
Ｏ

　
　
　

事
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
史
的
意
味
は
前
後
爾
漢
延
い
て
魏
晋
南
北
朝

　
　
　

時
代
の
田
土
問
題
を
根
本
的
に
理
解
す
る
鴛
め
に
も
決
し
て
閑
却

　
　
　

す
可
き
も
の
で
は
な
い
と
思
は
れ
る
。
楢
、
前
掲
の
紹
介
で
も
判

　
　
　

る
様
に
、
先
生
の
此
０
論
文
に
は
、
占
田
法
並
び
に
そ
れ
以
前
の

　
　
　

豪
族
０
土
地
私
有
に
開
す
る
考
察
０
や
｡
-
４
訣
如
た
る
は
甚
だ
も
の

　
　
　

足
り
な
い
と
思
ふ
。
官
品
０
高
下
に
よ
っ
て
、
叉
恩
蔭
０
開
係
に

　
　
　

よ
っ
て
、
貴
族
の
血
縁
の
隅
の
隅
ま
で
、
廣
大
な
田
土
の
分
配
に

　
　
　

典
る
法
文
上
の
規
定
が
祀
會
史
的
に
は
ど
ん
な
意
味
を
持
っ
て
ゐ

　
　
　

る
の
で
あ
る
か
。
又
同
時
に
漢
代
に
於
け
る
様
に
、
官
僚
に
１
　
立

　
　
　

す
る
様
な
豪
民
の
血
族
團
が
、
優
勢
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
。
そ
れ

　
　
　

０
存
在
と
占
田
制
度
と
０
関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
と
言
ふ
事

　
　
　

に
就
い
て
は
後
進
者
の
考
ふ
可
き
鮎
で
あ
る
と
思
ふ
。
而
し
此
の

鮎
に
開
し
て
は
最
近
民
國
ｏ
劉
道
元
氏
が
「
中
國
中
古
時
期
的
田

賦
制
度
」
と
言
ふ
書
を
著
し
、
や
ｘ
鯛
れ
る
所
が
あ
る
の
は
、
と

に
か
く
參
考
す
可
き
も
の
Å

　

最
後
に
先
生
が
引
用
し
て
ゐ
ら
れ
る
晋
書
食
貨
志
ｏ
、
占
田
法

規
に
開
す
る
文
章
に
は
、
一
寸
し
た
誤
讃
が
あ
る
様
に
思
ふ
。
左

に
先
生
引
用
ｏ
必
要
箇
所
を
録
し
て
見
や
う
。

　
　

男
子
一
人
。
占
田
七
十
畝
。
女
子
三
十
畝
。
其
外
丁
男
。
課

　
　

田
五
十
畝
。
丁
女
二
十
畝
。
玖
丁
女
牛
之
。
女
則
不
課
。
下

　
　

略
不
課
田
１
　
輸
義
米
戸
三
解
。
遠
者
五
斗
。
極
遠
者
輸
算
賤

　
　

人
二
十
八
文
。
云
々

之
は
原
文
に
よ
れ
ば

　
　

男
子
一
人
占
田
七
十
畝
。
女
子
三
十
畝
。
其
外
丁
男
課
田
五

　
　

十
畝
。
丁
女
二
十
畝
。
玖
丁
男
牛
之
。
女
則
不
課
。
男
女
年

　
　

十
六
己
上
至
六
十
将
正
丁
。
十
五
已
下
至
十
三
。
六
十
一
已

　
　

上
六
十
五
篤
玖
丁
。
十
二
己
下
六
十
六
已
上
篤
老
小
不
事
。

　
　

遠
夷
不
課
田
者
諭
義
米
戸
三
解
。
遠
者
五
斗
。
極
遠
者
輸
算

　
　

銭
人
二
十
八
文
云
々

と
あ
る
。
印
ち
明
瞭
に
誤
讃
と
思
ば
れ
る
。
其
の
結
果
は
「
丁
次

女
に
支
給
せ
ら
れ
る
不
課
田
は
義
米
と
し
て
三
解
を
輸
す
る
こ
と

を
知
り
得
る
」
（
一
六
三
頁
）
と
言
ふ
謬
断
に
陥
ら
れ
た
。
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な
ほ
占
田
法
規
に
関
し
て
常
に
考
へ
ら
れ
る
こ
と
は
田
租
、
田

租
率
、
及
び
還
授
制
の
有
無
で
あ
る
。
晋
代
の
田
租
及
び
そ
の
率

に
関
し
て
は
、
従
来
學
者
の
間
に
、
種
々
研
究
せ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
先
生
は
、
晋
代
で
は
「
田
畝
に
よ
っ
て
税
を
賦
し
兼
ね
て

戸
に
よ
り
て
綿
絹
を
徴
牧
し
た
」
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
様
で
あ

る
。
（
一
六
三
頁
）
馬
端
臨
（
匹
四
一
べ
）
や
、
中
國
の
劉
道
元
氏
（
⇔
皿

四
諦
詣
鮒
）
は
、
西
晋
に
は
戸
調
の
み
あ
っ
て
、
田
租
は
戸
調

の
中
に
包
含
さ
れ
て
ゐ
る
様
に
考
へ
て
ゐ
る
。
志
田
不
動
麿
氏
は

西
晋
占
田
法
に
、
田
租
の
記
載
の
な
い
の
は
、
そ
の
脱
漏
の
埓
め
で

あ
る
と
し
、
晋
書
の
中
か
ら
、
或
る
田
租
率
を
算
出
し
て
ゐ
る
。

（
詔
詔
詔
μ
賠
配
）
且
等
器
ぼ
麗
玉
座
這

由
は
在
す
る
け
れ
ど
も
狙
充
分
で
な
い
様
に
思
ふ
。
占
田
法
に
還

授
の
規
定
が
あ
っ
た
か
、
否
か
に
就
い
て
も
、
相
富
論
議
は
あ

る
ｏ
先
生
は
「
西
晋
ｏ
占
田
法
規
に
、
逗
受
の
制
を
記
し
て
な
い

の
は
ヽ
史
家
の
疎
略
の
焉
め
で
あ
る
」
と
言
ふ
鄭
樵
の
誕
を
引
い

て
「
こ
れ
は
何
等
明
誼
あ
る
こ
と
で
は
な
く
、
概
し
て
占
田
法
を

以
っ
て
還
受
規
定
を
明
記
し
た
魏
ｏ
均
田
法
と
同
一
脱
す
る
こ
と

は
無
理
で
あ
る
。
」
（
一
八
二
頁
）
と
言
は
れ
る
。
清
水
泰
次
氏
も
大

服
砦
考
へ
姦
っ
晨
姦
冨
る
。
（
諮
問
認
）
で

て
、
先
生
が
鄭
樵
の
誕
と
埓
さ
る
ｘ
も
の
は
、
文
献
通
考
巻
二
通

志
巻
六
十
一
に
依
っ
て
考
ふ
る
に
、
寧
ろ
馬
端
臨
の
考
へ
と
す
可

き
も
Ｏ
Ｘ
様
で
あ
る
。
馬
氏
の
他
に
も
、
占
田
法
規
に
還
受
規
定

の
な
い
の
は
ヽ
史
家
の
粗
略
の
致
す
所
と
す
る
考
を
支
持
す
る
人

が
あ
る
・
（
皿
匹
皿
前
）
私
は
今
何
れ
と
も
に
は
か
に
断
定
ず
る
こ

と
を
避
け
度
い
と
思
ふ
け
れ
共
、
占
田
法
規
を
必
ず
し
も
北
魏
均

田
制
と
峻
別
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
理
由
は
、
決
し
て
存
し
な
い
様

に
思
ふ
。
た
と
へ
還
受
の
規
定
は
な
く
と
も
、
還
受
に
必
要
な
條

件
、
郎
ち
丁
年
の
規
定
が
あ
ｐ
、
課
田
０
存
在
す
る
以
上
、
此
ｏ

鮎
に
還
受
規
定
０
脱
落
を
慄
想
せ
し
め
る
理
由
は
、
充
分
に
存
在

す
る
と
思
ふ
。
尤
も
此
の
慄
想
を
更
に
的
確
に
す
る
鴛
め
に
は
、

（
Ａ
）
戸
調
式
の
賓
際
に
就
い
て
精
細
な
る
研
究
を
要
し
、
（
Ｂ
）
田

租
に
開
す
る
史
料
を
捜
索
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
ふ
。
と

に
か
く
占
田
法
規
に
於
け
る
税
制
、
郎
ち
戸
調
式
、
田
租
の
問

題
、
及
び
還
受
規
定
の
有
無
は
、
北
朝
隋
唐
の
土
地
制
度
の
源
流

を
考
究
し
、
叉
一
般
に
中
世
風
な
土
地
制
度
の
特
徴
を
認
識
す
る

上
に
、
相
営
重
要
な
る
意
味
を
持
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
将

来
學
徒
０
好
題
目
で
あ
る
と
思
ふ
。

　

さ
て
第
六
章
０
後
牛
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
殆
ど
北
魏
均
田
の
問

題
に
終
始
し
て
ゐ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
０
大
酸
は
、
北
魏
０
強

権
確
立
と
共
に
、
漢
末
以
来
の
傅
統
思
想
た
る
地
著
政
策
は
、
強
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幄
に
よ
る
新
郷
家
制
た
る
三
長
制
の
賓
施
、
こ
れ
に
伴
ふ
均
田
制

の
出
現
に
よ
っ
て
と
も
か
く
も
賞
現
せ
ら
れ
、
そ
の
精
祁
と
制
度

は
、
隋
唐
に
至
る
ま
で
機
承
や
ら
れ
、
唐
の
出
現
と
共
に
完
成
せ

ら
る
ｘ
こ
と
に
な
っ
た
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
ｏ
中
で
何
れ

の
學
者
も
が
問
題
と
な
し
、
而
も
殆
ど
未
だ
完
全
と
思
は
る
ご

論
に
達
し
て
ゐ
な
い
ｏ
は
、
均
田
制
、
三
長
制
等
の
重
要
法
規
ｏ

制
定
年
代
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
か
ら
来
る
該
制
度
認
識
の
不
充

分
と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。

　

魏
書
高
阻
紀
（
上
下
）
や
食
貨
志
に
よ
れ
ば
均
田
制
は
、
太
和
九
年

參
十
月
詔
に
よ
っ
て
行
は
れ
、
三
長
制
は
、
同
じ
く
十
年
の
二
月

に
行
は
れ
た
。
魏
書
中
の
史
料
は
、
三
長
制
・
均
田
制
０
行
は
れ

た
時
代
を
以
っ
て
、
太
和
時
代
と
し
て
ゐ
る
こ
と
に
は
例
外
が
な

い
。
故
に
右
０
史
料
は
、
そ
０
よ
り
確
賓
な
る
年
代
を
示
し
た
も

の
と
し
て
、
一
見
甚
だ
信
ず
可
き
も
の
よ

る
。
少
く
も
、
太
和
九
年
十
月
丁
未
に
下
さ
れ
た
、
均
田
制
に
開

す
る
詔
勅
は
、
絶
對
に
‘
疑
ふ
可
ら
ざ
る
も
ｏ
ｘ
様
で
あ
る
。

　
　

朕
承
乾
在
位
十
有
五
年
中
略
今
遣
使
者
循
行
州
郡
。
真
牧
守

　
　

均
給
天
下
之
田
。
還
受
以
生
死
霜
雪
ム
賢
町
）

太
和
九
年
は
高
阻
即
位
正
に
十
五
年
目
に
営
る
。
此
の
詔
に
誤
り

は
先
づ
無
い
と
思
ふ
。
然
る
に
是
等
の
年
月
に
疑
を
さ
し
挾
ま
せ

る
様
な
記
録
が
、
大
屋
四
種
程
あ
る
。
そ
れ
は
一
つ
は
魏
書
李
安

世
傅
０
記
事
。
二
は
同
じ
く
韓
絃
麟
傅
の
記
事
。
三
は
通
典
の
田

制
の
條
０
記
事
。
四
は
南
斉
魏
炭
傅
の
記
事
で
あ
る
。
私
は
今
、

此
０
一
つ
一
つ
に
就
い
て
、
桧
討
す
る
０
が
目
的
で
な
い
か
ら

そ
れ
は
他
日
に
譲
る
が
、
先
生
は
通
史
に
於
い
て
は
「
李
安
世
・

韓
躾
麟
傅
に
よ
っ
て
、
魏
書
の
前
記
紀
年
及
び
通
典
の
紀
年
を
信

す
る
に
足
ら
ず
と
し
、
均
田
制
の
殺
布
を
、
太
和
十
一
年
以
後
」

と
さ
れ
た
・
（
混
作
）
従
っ
て
已
に
李
安
世
傅
に
依
ら
れ
’
・
以

上
は
、
三
長
制
は
十
一
年
以
前
と
考
へ
て
居
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

と
思
ふ
。
先
生
の
此
ｏ
論
文
で
は
、
雨
制
施
行
の
年
代
に
就
い
て
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は
、
敢
て
問
題
と
し
て
ゐ
ら
れ
ぬ
。
而
し
寧
ろ
通
史
の
自
説
を
維

　
　

一

持
さ
れ
て
ゐ
る
様
に
も
考
｀
ら
れ
る
（
づ
昿
皿
一
）
清
水
氏
は
「
北

勢
田
考
」
（
彗
帽
）
晋
「
努
均
田
制
に
就
～
」
（
靉

皿
丿
四
巻
）
に
於
い
て
、
均
田
制
は
疑
も
な
く
、
太
和
九
年
で
あ
る
と

し
。
三
長
制
は
太
和
九
年
以
前
に
於
い
て
は
、
漢
族
祗
會
に
施
行

さ
れ
、
十
一
年
に
は
天
下
を
通
じ
て
漢
族
・
拓
哉
族
の
差
別
な
く

施
行
し
た
も
０
で
あ
る
と
し
、
そ
の
讃
墟
で

の
中
書
令
鄭
義
・
秘
書
令
高
肺
等
が
、
李
沖
０
考
に
反
對
し
た
言

葉
。

　
　

沖
求
立
三
長
者
。
乃
欲
混
天
下
一
法
。
言
似
可
用
。
事
変
難
行



濁1

及
び
、
著
作
郎
傅
思
盆
の
言
葉

　
　

民
俗
脱
異
。
瞼
易
不
同
。
九
品
差
調
。
篤
日
已
久
。
一
旦
改

　
　

法
。
恐
成
擾
飢
。

を
引
用
し
て
ゐ
る
。
志
田
氏
は
、
南
斉
書
魏
虜
傅
に
よ
り
、
均
田

制
は
疑
ひ
も
な
く
、
太
和
九
年
十
月
に
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
三
長
制
は
少
く
も
同
年
中
の
而
も
十
月
以
前
で
な
け
れ
ぼ
な

ら
今
（
靉
諜
嫉
司
）
宍
れ
’
・
・
私
達
後
檻
ヽ
誓
適

従
す
る
所
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
岡
崎
先
生
の
通
史
の
脆

は
、
殆
ど
疑
ふ
可
ら
ざ
る
太
和
九
年
の
詔
文
を
抹
殺
す
る
鮎
で
、

正
し
く
な
く
、
清
水
氏
ｏ
脆
は
、
貧
富
に
依
っ
て
課
税
高
を
差
第

す
る
九
品
差
調
式
税
法
と
、
民
俗
既
異
云
々
と
の
開
係
を
考
へ
る

と
「
民
俗
既
異
」
と
は
、
必
ず
し
も
漢
蕃
ｏ
差
異
を
言
っ
た
も
ｏ

と
は
考
へ
ら
れ
ず
、
此
ｏ
猫
か
ら
言
へ
ぼ
「
欲
混
天
下
一
法
」
と

言
ふ
語
も
、
決
し
て
蕃
漢
を
混
一
す
る
ｏ
で
な
く
、
寧
ろ
貧
富
を

混
一
に
す
る
こ
と
ｘ
解
さ
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
。
此
の
砿
に
根
強
ｏ

薄
弱
性
が
あ
り
、
氏
の
誕
ｏ
成
立
の
篤
め
に
は
（
Ａ
）
北
魏
に
於
け

る
漢
蕃
の
祗
會
状
態
。
（
Ｂ
）
李
安
世
傅
、
李
沖
傅
韓
麟
麟
傅
等
ｏ

正
常
な
る
解
移
。
（
ｃ
）
九
品
差
調
法
ｏ
施
行
状
態
Ｉ
總
じ
て
税
法

の
考
察
Ｉ
（
Ｄ
）
三
長
の
職
分
等
を
、
是
非
と
も
極
め
て
惧
重
に
考

究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ら
う
。
勿
論
氏
も
こ
れ
等
の
鮎
に
、
鯛
れ
ら

れ
て
は
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
猶
ほ
一
脊
突
込
ん
だ
研
究
が
後
進
に
要

求
さ
れ
て
ゐ
る
様
に
思
ふ
。

志
田
氏
の
所
脆
に
は
優
秀
な
鮎
が
認
め
ら
れ
る
。
先
生
や
其
の
他

の
學
者
も
認
め
て
ゐ
る
様
に
、
三
長
制
・
均
田
制
は
決
し
て
各
々

無
開
係
な
、
別
個
の
も
の
で
は
な
く
、
密
接
不
離
な
開
聯
を
持
ち

そ
の
施
行
年
月
に
は
、
た
と
へ
少
し
の
前
後
は
あ
ら
う
と
も
、
結

局
は
均
田
あ
っ
て
の
三
長
で
あ
り
、
叉
三
長
あ
っ
て
の
均
田
で
あ

る
か
ら
、
雨
制
施
行
の
日
月
に
は
、
決
し
て
大
な
る
開
き
の
あ
り

得
や
う
筈
は
な
い
と
思
は
れ
る
。
志
田
脆
０
優
秀
性
は
此
處
に
最

た
る
も
の
が
あ
る
様
に
考
へ
る
。
若
し
食
貨
志
及
び
韓
麟
麟
傅
Ｏ

記
事
が
、
完
全
に
誤
り
で
あ
る
、
と
言
ふ
こ
と
が
、
猫
ほ
他
０
鮎

か
ら
誼
明
さ
れ
得
れ
ば
、
そ
０
優
秀
度
は
更
に
堵
す
で
あ
ら
う
。

卸
ち
北
魏
書
１
　
屋
の
徹
底
的
批
判
は
、
此
の
問
題
並
び
に
次
に
述

べ
る
税
法
の
問
題
に
於
て
、
特
に
痛
感
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而

し
て
次
に
問
題
と
な
る
０
は
税
法
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
に

も
述
べ
た
様
に
均
田
制
・
三
長
制
０
制
定
と
開
聯
し
重
要
な
問
題

で
あ
る
と
思
ふ
。
税
法
に
就
い
て
は
、
北
魏
一
代
に
行
は
れ
た
も

Ｏ
Ｘ
系
統
的
研
究
が
必
要
で
あ
っ
て
、
草
に
部
分
的
研
究
で
は
、

根
本
的
解
決
は
得
ら
れ
な
い
様
に
思
ふ
っ
而
し
て
此
の
論
文
で
先

生
は
、
魏
書
食
貨
志
に
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邱2

　
　

太
和
八
年
始
準
古
班
百
官
之
禄
。
以
品
第
各
有
差
。
先
是
天

　
　

下
戸
。
以
九
品
混
通
。
戸
調
帛
二
匹
。
架
二
斤
。
絲
一
斤
。

　
　

粟
二
十
石
。
又
入
帛
一
匹
二
丈
。
委
之
州
庫
。
以
供
調
外
之

　
　

費
。
至
是
戸
噌
帛
三
。
匹
。
粟
二
石
九
斗
。
以
鴛
官
司
之
禄
。

　
　

後
増
調
外
帛
浦
二
匹
。
所
調
各
隨
其
土
所
出
。
云
々

と
あ
る
も
の
を
、
こ
れ
は
決
し
て
、
太
和
八
年
以
前
０
税
制
に
、

新
に
噌
税
條
項
を
附
加
し
た
も
の
と
し
て
考
ふ
可
き
で
な
く
、
賓

に
、
此
の
制
度
仝
値
は
、
三
長
制
制
定
の
時
に
、
同
時
に
、
下
さ

れ
た
制
度
で
あ
る
。
（
頁
一
七
八
）
と
し
て
ゐ
る
。
そ
の
詮
明
と
し

て
、
北
魏
書
藤
虎
子
傅
に
、
虎
子
が
俸
禄
制
頒
布
の
鴛
め
の
増
調

に
反
對
し
、
飽
ま
で
従
来
の
帛
一
。
那
一
制
を
主
張
し
て
ゐ
る
こ
と
、

及
び
于
忠
傅
に
薔
制
と
し
て
「
天
下
之
民
絹
布
一
匹
之
外
、
各
輸

綿
麻
八
雨
」
と
あ
る
こ
と
を
畢
げ
、
此
０
虎
子
０
固
執
す
る
帛
一

匹
や
、
忠
傅
０
奮
制
絹
一
匹
を
楡
す
る
制
は
、
通
典
が
魏
令
と
し

て
畢
げ
、
且
つ
「
高
祖
の
延
興
年
間
以
前
に
行
は
れ
て
ゐ
た
と
」
し

て
ゐ
る
所
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

　
　

〔
民
調
〕
毎
調
一
夫
一
婦
帛
一
匹
。
粟
二
石
。
人
年
十
五
以
上

　
　

未
娶
者
。
四
人
出
一
夫
一
婦
之
調
。
奴
任
耕
。
婢
任
績
者
。

　
　

八
口
賞
未
娶
者
四
。
耕
牛
〔
二
〕
十
頭
賞
奴
婢
八
。
其
麻
布
之

　
　

郷
一
夫
一
婦
布
一
ｆ
四
一
。
下
至
牛
。
以
此
埓
降
。
大
率
十
狐
一

中
・
五
匹
焉
公
調
・

　

〔
ら
一
匹
之
四
十
〕
二
匹
焉
調
外
費
・
三
匹

　

呂
芸
官
俸
苔
（
智
慧
）
一
八
拓
略
譜

に
富
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
三
長
制
施
行
と
共
に
、
新
税
法
が
行

は
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
決
し
て
右
の
「
一
夫
一
婦
帛
一
匹
云

々
」
の
制
度
で
は
な
く
し
て
。
他
０
も
の
即
ち
前
に
掲
げ
た
「
九

品
混
通
戸
調
帛
二
。
匹
云
々
」
の
制
度
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
然
る

に
食
貨
志
は
却
っ
て
右
の
「
帛
一
匹
」
の
制
度
を
太
和
十
年
三
長

制
制
定
の
年
に
繋
い
で
あ
た
か
も
是
０
制
度
が
、
三
長
制
施
行
と

共
に
、
登
布
せ
ら
れ
た
税
制
で
あ
る
か
の
如
く
考
へ
て
ゐ
る
の
は

明
ら
か
に
食
貨
志
の
誤
り
で
あ
る
。
（
一
七
五
頁
）
と
さ
れ
た
。
而

し
果
し
て
こ
の
先
生
０
考
へ
は
、
妥
富
で
あ
ら
う
か
。
私
は
何
ら

か
の
新
税
法
が
、
三
長
制
と
同
時
に
施
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

０
意
見
に
は
賛
成
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
そ
０
税
法
が
如
何
な
る

も
０
で
あ
っ
た
か
、
と
言
ふ
陥
に
な
る
と
先
生
０
考
に
疑
問
な
き

能
は
す
で
あ
る
。
先
づ
葬
虎
子
傅
の
文
に
就
い
て
考
へ
て
見
る
に

　
　

今
淮
南
中
略
其
小
郡
散
戸
而
已
。
一
請
止
六
尺
絹
。
歳
不
満

　
　

輿
醐
認
）

と
あ
る
・
こ
れ
は
決
し
て
虎
子
が
、
従
来
の
帛
一
匹
制
を
、
主
張

し
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
て
、
と
に
か
く
税
の
極
度
の
減
冤
を
、
嘆

願
し
て
ゐ
る
ｏ
で
あ
る
。
一
匹
は
食
貨
志
に
よ
れ
ば
、
幅
廣
二
尺
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二
寸
長
四
十
尺
が
定
制
で
あ
る
。
そ
れ
を
六
尺
に
せ
よ
、
と
言
ふ

　
　
　

こ
と
は
、
非
常
な
る
減
免
の
願
で
あ
る
。
決
し
て
一
郭
一
を
固
執
す

　
　
　

る
’
と
言
ふ
様
な
尋
常
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
ふ
。
次
に
于
忠
の
傅

　
　
　

を
見
る
と

　
　
　
　
　

〔
粛
宗
厨
幼
年
〕
初
太
和
中
軍
國
多
事
。
高
咀
以
用
度
不
足
。

　
　
　
　
　

百
官
縁
四
分
減
一
。
忠
既
檀
権
。
欲
以
恵
渾
自
固
。
乃
悉
姉

　
　
　
　
　

所
減
之
緑
。
職
人
進
一
級
。
著
制
天
下
之
民
絹
布
一
匹
之
外

　
　
　
　
　

各
輸
綿
麻
八
雨
・
忠
萱
典
之
・
（
詰
Ｊ
）

　
　
　

と
あ
る
。
太
和
中
軍
國
多
事
と
は
、
高
阻
の
晩
年
０
南
方
征
伐
を

　
　
　

言
ふ
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
處
に
所
謂
奮
制
と
は
、
時
已
に
此

　
　
　

の
事
件
が
蕭
宗
０
時
代
０
こ
と
な
の
で
あ
る
か
ら
、
勿
論
高
阻
が

　
　
　

三
長
制
制
定
時
代
に
、
同
時
に
決
定
し
た
税
率
の
制
度
を
、
意
味

　
　
　

し
て
ゐ
る
も
０
に
違
ひ
な
い
。
然
ら
ば
此
の
両
者
の
絹
一
匹
０
語

　
　
　

は
先
生
の
脆
が
る
Ｘ
様
に
、
延
興
年
間
以
前
０
税
制
を
示
す
も
の

　
　
　

と
、
考
へ
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
理
由
は
、
決
し
て
無
い
と
思
ふ
。

　
　
　
　

然
ら
ぱ
高
咀
が
三
長
制
制
定
の
時
、
同
時
に
甕
布
し
た
税
率
は
、

　
　
　

此
の
于
忠
傅
の
薔
制
０
税
率
た
る
、
絹
布
一
郭
一
に
該
営
す
る
も
の

　
　
　

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ゆ
え
に
決
し
て
先
生
の
言
は
れ
る
如
く
、

３

　

帛
二
匹
。
架
二
斤
。
粟
二
十
石
云
々
で
は
な
く
て
、
寧
ろ
食
貨

邱

　
　

志
が
傅
＾
て
ゐ

‘ Ｋ
?
如
く
｀
民
調
一
夫
一
婦
帛
一
匹
粟
一
一
一
石
云
゛
で

な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
且
つ
鑑
太
后
の
時
分
の
事
で
あ
る
が
、
・

長
孫
翼
と
言
ふ
人
が
上
表
し
て

　
　

堕
地
天
資
貨
賂
。
密
爾
京
畿
。
唯
須
賓
而
護
之
。
均
賜
以
埓

　
　

理
。
今
四
境
多
虞
。
府
蔵
馨
然
。
翼
定
二
州
且
亡
且
乱
。
常
調

　
　

之
絹
不
復
可
牧
。
中
略
略
論
甕
税
。
一
年
之
中
準
絹
而
言
。

　
　

獅
不
廉
減
三
十
萬
匹
也
。
便
是
移
翼
定
二
州
。
置
於
畿
旬
）

　
　

今
若
慶
弓
事
富
失
・
（
脂
肪
支
）

と
言
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
翼
定
二
州
の
税
は
、
絹
で
略

三
十
萬
狐
一
で
あ
る
。
食
貨
志
に
よ
れ
ば
、
翼
も
定
も
絹
帛
を
上
納

す
る
地
方
で
あ
る
。
而
し
て
北
魏
書
の
地
理
志
は
、
大
頭
武
定
年

間
ｏ
統
計
に
依
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ぽ

此
ｏ
二
州
の
人
戸
は
、
定
州
が
十
七
萬
七
千
五
百
一
戸
。
翼
州
が

十
二
萬
五
千
六
百
四
十
六
戸
と
な
っ
て
ゐ
る
。
長
孫
翼
が
上
表
し

た
時
に
典
櫨
と
し
た
人
口
統
計
も
略
こ
れ
位
で
、
こ
れ
よ
り
少
な

か
っ
た
と
は
思
は
れ
ぬ
。
そ
う
す
れ
ぽ
此
ｏ
二
州
の
戸
数
は
、
約

三
十
萬
三
千
百
四
十
七
戸
と
な
る
。
此
の
時
代
、
若
し
帛
二
匹
云

々
ｏ
制
度
だ
っ
た
な
れ
ぱ
、
右
に
近
似
の
数
字
を
典
擦
と
し
て
は

長
孫
翼
の
計
算
と
一
致
し
な
い
だ
ら
う
。
寧
絹
帛
一
匹
な
れ
ぱ
丁

度
長
孫
翼
ｏ
そ
れ
と
一
致
す
る
。
故
に
私
は
「
民
調
一
夫
一
婦
帛

一
匹
粟
二
石
云
こ
の
制
度
を
以
っ
て
、
正
に
「
三
長
制
と
同
時
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洵

　
　

に
頒
布
や
ら
れ
其
の
後
原
則
と
し
て
行
は
れ
た
税
制
」
と
断
定
す

９
″

　
　
　

る
方
が
宜
か
ら
う
と
思
ふ
。

　
　
　
　

果
し
て
右
の
断
定
が
正
し
い
と
す
れ
ぽ
、
食
貨
志
が
、
先
是
天

　
　
　

下
之
戸
。
以
九
品
混
通
。
戸
調
帛
二
匹
架
二
斤
云
々
と
言
っ
て
ゐ

　
　
　

る
０
は
、
少
く
も
三
長
制
施
行
以
前
０
税
制
で
あ
っ
て
、
私
は
恐

　
　
　

ら
く
魏
書
の
世
阻
本
紀
（
皿
四
）
に

　
　
　
　
　

太
延
元
年
詔
…
…
若
有
登
調
。
懸
宰
集
郷
邑
三
老
。
計
費
定

　
　
　
　
　

課
。
褒
多
望
寡
。
九
品
混
通
ク
不
得
従
富
督
貧
。
避
彊
優
躬

　
　
　

と
あ
る
税
制
に
富
る
も
の
と
思
ふ
。

　
　
　
　

而
し
て
そ
の
税
額
は
、
一
見
非
常
に
大
な
る
様
に
思
は
れ
る
の

　
　
　

は
、
先
生
も
已
に
言
っ
て
ゐ
ら
れ
る
様
に
。
（
い
に
）
蓋
し
貧
富
の

　
　
　

九
品
を
混
通
し
た
「
平
均
の
戸
常
り
額
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
る

　
　
　

鴛
め
で
、
此
の
税
額
を
、
賞
際
人
民
に
課
す
る
場
合
に
は
、
三
老

　
　
　

が
肩
宰
と
共
に
合
議
し
、
貧
富
に
よ
っ
て
計
貿
定
課
し
た
、
も
の

　
　
　

と
思
ふ
。
此
處
に
、
傅
思
益
０
所
謂
九
品
差
調
０
差
調
た
る
所
以

　
　
　

が
存
す
る
０
で
あ
る
。
先
生
は
九
品
混
通
と
九
品
差
調
に
就
い
て

　
　
　

巧
妙
な
考
へ
を
出
し
て
ゐ
ら
れ
る
が
、
（
一
心
託
匹
）
必
ず
し
も
そ

　
　
　

れ
程
に
解
す
る
必
要
は
な
い
と
思
ふ
。
而
し
て
三
長
制
０
施
行
と

　
　
　

共
に
、
此
の
税
法
は
改
正
さ
れ
て
、
一
夫
一
婦
帛
一
匹
、
粟
二

　
　
　

石
云
々
と
な
り
、
そ
の
租
税
の
内
、
絹
帛
は
十
匹
の
中
牛
分
が
公

調
と
し
て
、
二
匹
は
調
外
費
と
し
て
、
叉
三
匹
は
百
官
の
俸
禄
と

し
て
、
用
ひ
ら
れ
る
こ
と
に
割
合
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
思

ふ
。
而
し
て
食
貨
志
が
太
和
八
年
０
條
下
に
、
従
来
の
九
品
混
通

の
税
法
に
對
し
て
、
班
節
制
を
行
ふ
瑕
め
に
「
新
た
に
増
税
さ
れ

た
」
も
ｏ
で
あ
る
と
し
て

　
　

至
是
戸
場
帛
三
匹
。
粟
二
石
九
斗
。
以
鴛
官
司
之
節
。
後
場

　
　

調
外
帛
満
二
匹
云
々

と
言
っ
て
ゐ
る
の
は
こ

何
と
な
れ
ば
、
私
か
三
長
制
と
同
時
に
施
行
さ
れ
た
、
と
す
る
税

法
に
於
い
て
は
、
租
税
の
仝
牧
入
の
使
用
割
合
と
し
て
「
十
。
匹
中

三
匹
は
俸
禄
と
し
て
百
官
に
支
沸
ふ
篤
め
に
用
ひ
る
」
と
あ
る
の

に
、
此
處
に
は
「
そ
巴
二
匹
は
新
に
民
に
増
税
し
た
税
額
で
あ

る
」
と
し
叉
同
じ
く
前
者
に
は
、
使
用
割
合
と
し
て
「
二
匹
を
調

外
費
と
す
る
」
と
あ
る
０
に
此
處
で
は
「
調
外
費
と
し
て
二
匹
を

増
徴
す
る
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
あ
る
の
は
理
解
し
に
く
い
こ
と

ｉ
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
恐
ら
く
事
理
に
１
　
い
鴛
め
０
舞
文
で

は
な
か
ら
う
か
。
そ
れ
と
も
猶
他
に
合
理
的
解
程
が
存
す
る
で
あ

ら
う
か
。
何
れ
に
し
て
も
、
是
等
の
問
題
を
解
決
す
る
埓
め
に
は

前
に
言
っ
た
様
に
北
魏
一
代
に
行
は
れ
た
色
々
の
税
法
に
就
い
て

正
し
い
系
統
的
研
究
が
要
求
芒
れ
て
ゐ
る
。
私
は
債
に
以
上
の
様
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な
考
を
出
し
て
見
た
の
で
あ
る
が
、
他
日
訂
正
を
要
す
る
や
も
知

れ
ぬ
。
而
し
今
の
所
私
は
不
幸
に
し
て
、
先
生
０
此
の
論
文
の
一

七
五
頁
以
下
一
七
八
頁
に
至
る
部
分
に
、
讃
意
を
表
し
か
ね
る
。

而
し
な
が
ら
先
生
０
議
論
の
大
蕨
に
は
、
充
分
正
営
と
考
へ
る
可

き
鮎
が
存
す
る
と
思
ふ
。
た
ｙ
此
の
部
分
に
も
、
前
に
諸
所
私
の

指
摘
し
た
様
な
、
若
干
の
物
足
り
な
さ
を
感
す
る
の
は
、
後
に
述

べ
る
様
な
原
因
の
篤
め
で
あ
る
と
考
へ
る
。
撒
此
の
章
に
附
せ
ら

れ
た
、
附
録
の
魏
の
屯
田
策
は
、
第
六
章
の
始
め
の
部
分
の
一
変

展
で
あ
る
。
屯
田
な
る
事
変
と
、
そ
の
政
策
の
性
質
の
愛
遷
を
知

り
得
る
。

　

最
後
に
、
私
は
此
の
著
を
讃
ん
で
、
痛
感
し
た
鮎
を
畢
げ
て
、

評
論
を
終
結
し
や
う
と
思
ふ
。
由
来
先
生
に
於
け
る
史
學
の
蕨
系

は
、
常
に
、
専
ら
と
は
言
は
れ
ぬ
ま
で
も
、
非
常
に
強
く
、
政
治

史
的
な
る
も
の
に
よ
っ
て
、
貫
か
れ
て
ゐ
る
。
故
に
何
時
の
場
合

に
於
て
も
、
先
づ
問
頭
と
な
る
の
は
「
政
策
」
で
あ
り
「
政
治
思

想
」
で
あ
る
。
其
の
結
果
と
し
て
、
例
へ
ぼ
１
　
代
の
占
田
法
に
就

い
て
も
、
已
に
こ
れ
が
賓
際
祗
會
と
は
、
寧
ろ
遊
離
し
た
も
の
で

あ
り
、
変
際
に
施
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
、

（
畝
）
と
認
識
さ
れ
っ
ｘ
、
撥
ほ
ひ
る
が
へ
っ
て
賓
際
飲
會
そ
ｏ

も
の
ｘ
史
的
分
柝
を
な
さ
ん
と
の
方
向
を
比
較
的
に
執
ら
れ
様
と

は
、
し
て
ゐ
な
い
と
思
は
れ
る
０
で
あ
る
。

　

先
生
の
史
學
的
論
著
は
常
に
整
然
た
る
一
貫
し
た
立
場
に
依
っ

て
隅
々
ま
で
整
理
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
し
そ
れ
は
政
策
や
攻
治
醒
系

や
政
治
思
想
が
根
幹
０
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
限
り
に
於
い
て
常
に

一
種
の
偏
見
に
陥
り
勝
ち
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
歴
史
的
登
展
は

決
し
て
必
ず
し
も
常
に
政
治
や
政
策
の
み
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
歴
史
的
登
展
は
賞
に
「
祀
會
的
に
存
在
す
る
と
言

ふ
こ
と
に
よ
っ
て
、
始
め
て
そ
の
仝
き
生
き
方
を
震
揮
す
る
諸
々

の
人
間
」
の
百
般
の
活
動
に
よ
っ
て
ぢ
能
な
の
で
あ
る
。
政
治
や

政
策
は
斯
る
人
間
活
動
の
重
要
な
る
一
部
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

さ
れ
ば
専
ら
是
れ
に
よ
っ
て
０
み
歴
史
的
登
展
を
偕
系
づ
け
、
理

解
し
や
う
と
す
る
企
は
成
功
し
な
い
で
あ
ら
う
。
た
と
へ
か
ｘ
る

見
方
に
よ
っ
て
如
何
に
周
到
に
諸
々
の
歴
史
事
象
が
開
心
せ
ら
れ

て
ゐ
る
に
し
て
も
、
そ
の
見
方
は
一
方
的
と
な
り
、
個
々
の
歴
史

事
象
の
把
握
は
、
そ
の
偏
見
の
故
に
完
き
を
得
な
く
な
る
で
あ
ら

う
。
私
は
先
生
０
整
然
た
る
考
察
法
に
深
き
奪
敬
を
彿
ふ
と
共
に

そ
の
や
ｘ
も
す
れ
ば
陥
り
勝
ち
な
訣
陥
を
意
識
し
、
こ
れ
を
是
正

し
、
人
間
獣
會
０
正
し
き
震
展
史
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

思
ふ
。
終
り
に
臨
み
非
才
先
生
０
高
著
を
汚
し
た
る
な
き
や
を
恐

れ
ひ
と
へ
に
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
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